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要旨 

Webアプリケーションにおけるユーザ満足度の向上はユーザおよびサイト運営者にとって重要であるが，多様化す
るユーザのニーズを全て満足することは困難である．そこで本研究ではサイト運営者とユーザが共同してWebアプ
リケーションを構築するシステムを提案する．本システムでは，任意のWebアプリケーションをユーザ自身が自由
にカスマイズし，その情報を分析・共有することによって個人のニーズに適応したWebアプリケーションの提供を
支援する． 
 

1. はじめに    
Webサイトは情報やサービスを提供するための手段として広く利用されてきた．その利用範囲は現在
も様々な分野で拡大しており，今や 10代から 40代のWebサイト利用率は 90%を超えるほど広く普及し
ている[1]．一方で，Webサイトの利用者の増加とともにWebサイトに対するニーズは多様化し，さらに
急速な社会の変化とともに利用者のニーズの流動化が進んでいる．Webサイトはこのような多様化・流
動化が進む利用者のニーズへの対応が求められている． 
これに対して従来の手法[2][3]はいずれも現在の Web サイトを取り巻く様々な制約の中で有効な現実
解を提供していると考えられるが，「提供者が提供する情報やサービスを利用者が利用する」という従来

のスタイルを基本としており，利用者のニーズを満足するには限界があると言わざるをえない． 
本論文では従来のスタイルを見直し，提供者と利用者が協力してWebサイトを成長させていくための
基盤システムを提案する．はじめに本システムの基本要件を定義し，次に基本要件を満たすシステムを

実現するための原理を示し，最後に本システムの基本構造と動作の仕組みを述べる． 
 

2. 基本方針と要件 
2.1. 基本方針 
多様化・流動化する利用者のニーズに対応するために，本システムでは，利用者自身がWebサイトを
自由にカスタマイズすることで，個々の利用者のニーズに適した使いやすい環境を提供する．さらに，

カスタマイズ情報を分析して利用者のニーズを抽出することにより，効果的な情報やサービスの提供に

役立てるとともに，効率的なカスタマイズの支援が可能であり，これらの相乗効果によって，Webサイ
トをより良い方向に成長させていけると考えられる． 

 
2.2. 基本要件 
本システムの基本要件は以下の通りである． 

(1) 提供者の権利を保護するしくみ 
 カスタマイズは著作権者である提供者の許可する範囲で行われなければならない．従って，提供者は

カスタマイズ可能な範囲を指定できなければならない． 
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(2) 利用者のニーズを反映するしくみ 
本システムでは利用者自身のカスタマイズによって利用者のニーズをWebサイトに反映するため，利
用者ニーズに応じた自由なカスタマイズが可能でなければならない．さらに，Webサイトの仕組みに関
する知識を有していない利用者のカスタマイズを支援するために基本操作はできる限り簡単でなければ

ならない． 
(3) カスタマイズを効率よく管理するしくみ 
 本システムでは利用者による自由なカスタマイズを可能とするため，カスタマイズのデータは一般的

な形で表現可能であり，一元的に管理できなければならない． 
 

3. 原理 
3.1. カスタマイズの表現 
利用者の多様なニーズに対応するためには，利用者ごとにきめ細かいカスタマイズを可能とする仕組

みが必要であり，利用者がカスタマイズ対象やカスタマイズ内容を自由に指定できなければならない．

そのためには，構成要素の粒度を下げるとともに，構成要素間の関係を自由に変更できる必要がある． 
そこで，グラフ構造を使用してWebサイトを表現することとした．グラフ構造で表現することにより，
高い柔軟性が得られるとともに，簡単な基本操作の組み合わせで必要な全ての操作を表現できる． 
 
3.2. カスタマイズの活用 
カスタマイズ情報を全てグラフ構造で表現することにより，共有や分析が容易に行える． 

(1) カスタマイズ情報の共有 
利用者は，登録したカスタマイズ情報を他の利用者に公開することができる．また，公開されている

カスタマイズ情報を自分のカスタマイズ情報として利用できる．これによりカスタマイズ操作に不慣れ

であっても，他の利用者が公開したカスタマイズ情報を選んで簡単に利用することができる． 
(2) カスタマイズ情報の分析 
基本的な分析プログラムを用意することにより，提供者や利用者は，それらの分析プログラムを組み

合わせて，アクセスが許可されている任意の範囲のグラフ構造に対して適用できる．また，システムが

多くのカスタマイズ情報に共通して現れるグラフ構造のパターンを抽出して，カスタマイズ用の部品と

して提示したり，全利用者のグラフ構造の類似度を分析して，類似した利用者を見つけ，その利用者が

公開しているカスタマイズ情報を推薦したりすることができる． 
 

4. 基盤システム 
図１にシステムの構成を示す．本システムの基本となる処理の流れは以下のようになる． 
①提供者によるWebの登録 
 はじめに提供者は，本システムに適用したいWebサイトのソースを，Uploadページを介して本システ
ムにアップロードする．システムは提供されたWebサイトのソースをグラフ構造変換機能によりグラフ
構造に変換し，グラフ構造用DBに保存する．  
②利用者によるWebのカスタマイズ 
利用者がカスタマイズを作成する場合には，Customページにアクセスする．ここでグラフ構造を変更
することで様々なカスタマイズを作成することができる．作成されたカスタマイズはカスタマイズを行

ったユーザのユーザ IDと共にグラフ構造DBに保存される． 
③利用者によるWebの利用 
 Loadページを介して利用者がURLを入力すると，システムはそのURLに該当するページのグラフ構
造とアクセスしたユーザのカスタマイズデータを読み込み，ユーザのカスタマイズデータを該当ページ
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のグラフ構造に反映させたグラフ構造を構成する．そしてWebのソースを生成し利用者に提供する． 
 

 
図 1 システム構成 

 

5. おわりに 
本論文では，多様化・流動化が進む利用者のニーズに対応するために，提供者と利用者が協力して

Webサイトを成長させていくための基盤システムを提案した．今後は，より効率的なカスタマイズを支
援する仕組みを検討するとともに実際にシステムを構築しその裕子性を検証する予定である． 
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